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　早いもので今年も残すところ

あと１か月です！

　今回は、来年で放送から10周

年を迎えるみやこハーバーラジオの長寿コー

ナー『宮古文化研究所』を紹介します。

　『宮古文化研究所』は宮古市の歴史や文化

についてスタッフが掘り下げ、テーマごとの

専門家や当事者の方にインタビューをして教

えていただくコーナーです。毎月第２・第４

火曜日の午後１時から放送しています。

　今まで 「宮古の年中行事としきたり」「郷

土芸能保存会の活動」「宮古の方言」「宮古市

出身の偉人」「宮古の生き物」「自然災害・戦

争の体験談」「農林水産や鉱山など産業の歴

史」「公共施設や交通の発展など街づくりの

歴史」「老舗企業の沿革」と、多岐にわたるテー

マをとりあげてきました。

　取材出演に、ご協力くださった皆さん！

ありがとうございます。2025年は日本のラジ

オ放送開始100周年にちなんで、宮古とメディ

ア、情報通信技術の移り変わりも特集しまし

た。

　これからの特集で調査してほしい宮古市の

歴史文化、もう一度聴きたい内容、次世代に

語り継ぎたい宮古の思い出などございました

ら、ぜひおたよりをお寄せください。

ススタタジジ オオ かからら

◆次の季題「日記買ふ」「水鳥」※12月４日㈭消印有効
◆応募は一人３句までです。
◆いただいた句を添削することがあります。
◆はがきまたは封書で、句のほかに住所、氏名（ふり
がな）、電話番号を書いて、〒027−8501（住所不要）宮
古市役所「広報みやこ」係へ応募してください。
◆今回の投稿者は23人でした。ありがとうございまし
た。

【選者より】
○季語は一句に一つが基本です。傍題も可とします。
○小中高生の作品歓迎。
◇選者詠「幼子の遺骨の帰郷冬銀河　喜美子」
　俳句は作者を離れ読み手にゆだねられる不思議な文芸です。

●「みやこハーバーラジオ」放送中！
　FMラジオ【82.6MHz】
●インターネットの「リスラジ（ListenRadio)」

（Ahttp://listenradio.jp)や「サイマルラジオ」
（Asimulradio.info/)でもお聴きいただけます。
　スマートフォンでは、無料アプリ「リスラジ

（ListenRadio)をダウンロードし聴くことができます。
※川井地域は川井テレビ（11ch）で放送中
●X（旧Twitter）アカウント「@miyakofm」（右
記二次元コード）
●Instagramアカウント「miyako_harbor_
radio」（右記二次元コード）
●お便り・ファクス・メールお待ちしてい
ます
　〒027−0076 宮古市栄町４番地 三陸鉄道本社１階
　みやこハーバーラジオ宛て
　℻77−3936　　C826@miyakofm.com

問　宮古エフエム放送（☎77−3399）
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〔広告〕

広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内

容について、市が推奨などをするものではありません。
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　津軽石小学校から南に約300m、小高い丘の上に藤
ふじばたけ

畑

駒
こまがた

形神社があります。この神社の由来として、鎌倉時代

初期の豪
ごうぞく

族「閉
へいよりもと
伊頼基」の妻であった「音

おとは
羽御

ごぜん
前」の愛

馬が死んだのが藤畑の地であったとされ、その後に音羽

御前が愛馬の亡
なきがら

骸を埋め、馬
ばとう
頭観

かんのんどう
音堂を造って供養した

という伝承が残されています。この神社の所在する藤畑

から豊間根にかけての一帯は閉伊氏一族の重要な馬産地

であり、駒形神社はその鎮
ちんじゅ

守（守り神）であった可能性

があります。境内の中には、日露戦争時の馬
ば
魂
こん

碑
ひ
(軍馬の

供養碑)が祀られており、馬産地「藤畑」で育てた軍馬が

戦地へと送られていたことが分かります。また、今から

50年ほど前までは藤畑の地でも牛馬を飼育し、農耕や物

資の運搬などで活躍していました。

　旧暦の４月20日には祭礼が行われ、最近まで拝殿の中

へ馬が入って参拝していました。今でも祭日には市内だ

けではなく遠野から参拝に訪れる人がいるなど、地元の

人や牛馬の関係者からも親しまれている神社です。お堂

の中には「塩の道」を行く牛を描いた額
がく

絵
え
が奉納されて

おり、古くから人々と生活を共にした牛馬への感謝と、

牛馬と共に生きた先人の営みが伝わってきます。

ふるさと博物館

市教育委員会文化課　編

地域の魅力再発見！地域の宝マップ作成・津軽石区域編

　　「津軽石・藤畑駒形神社」

　宮古市教育委員会が策定した「文化財保存活用地

域計画」では、未指定の文化財も含めた「地域の宝」

を活用し、後世に伝え残すため、文化財保存活用区

域を設定し「宝マップ」にまとめます。今回は９つ

ある区域の中から「津軽石区域」について紹介します。

市
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の
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言

【広告】広告主の責任において市が掲載しているものです。広
告の内容について、市が推奨などをするものではありません。
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あ
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。
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。

講師を務めた（一社）アンコンシャスバイアス研究所
太田博子理事

〔広告〕

　広報みやこでは、掲載を希望す

る広告を随時募集中です。

　詳しくは、市ホームペー

ジをご覧ください。

■規格　縦45㍉×横81㍉

問　市企画課広報係（市役所４階、☎68-9065）

〔広告〕

藤畑駒形神社 日露戦争の馬魂碑




